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IoTスマートゴミ箱の設置 

～環境省「ごみのポイ捨て・発生抑制対策等モデル事業」～ 

日付 7月 24日（水） 

 

本市と連携して、三井住友海上火災保険株式会社と MS＆AD インターリスク総研株式会社

が、IoT スマートごみ箱を活用することによる一部地域のごみ散乱抑制・再資源化を促進する

事業を実施しており、7 月 24 日に IoT スマートゴミ箱を市内 3 カ所に設置することが決定

しました。 ※当日、現地で取材を希望する方は、事前に連絡をください。 

１．背景 

 国内外で観光需要が回復し、多くの観光地が賑わいを取り戻している一方で、一部の地域

では、オーバーツーリズムによる過度な混雑やマナー違反が問題となっています。地域住民

の生活への影響や観光客の満足度低下が懸念されるため、国は、持続可能な観光地域づくり

に向けたマナー違反の防止・抑制などの各種対策に取り組んでいます。 

 このような中、日本を代表する観光資源である富士山周辺地域において、デジタルの力を

活用してごみの散乱を抑止し、再資源化を促進する事業を開始しました。本事業は、環境省

の「ごみのポイ捨て・発生抑制対策等モデル事業」に採択されています。 

２．事業の全体像 

 人流データにより特定した本市の観光過密地域に、フォーステック社が提供するサイネー

ジ付きのＩｏＴスマートゴミ箱「ＳｍａＧＯ」を設置し、観光地のマナー啓発・分別案内な

どを行います。ＳｍａＧＯは太陽光発電・蓄電機能を備えており、溜まったごみを自動で１

／６程度に圧縮します。また、通信機能により、設置場所周辺のごみの蓄積状況を管理・分

析できるため、効率的なごみの回収作業やごみの散乱抑止・再資源化を促す取り組みにつな

げることができます。 
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